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﹃
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
﹄（��）一二

　

東
京
メ
ト
ロ
半
蔵
門
線
水
天
宮
駅
の
出

口
を
出
る
と
、
そ
こ
は
箱
崎
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
。
高
速
６
号
向
島
線
か
ら
同
９
号
深

川
線
が
分
岐
。
高
速
道
路
下
の
東
京
シ
テ

ィ
・
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
成
田
空
港
行

き
の
高
速
バ
ス
の
発
着
場
で
す
。
そ
の
下

を
箱
崎
川
が
流
れ
て
い
た
の
は
、
約
五
〇

年
前
の
こ
と
。
現
在
、
周
辺
に
は
ホ
テ
ル

や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が

建
ち
並
び
、
か
つ
て
水
路
が
あ
っ
た
と
は

想
像
で
き
な
い
ほ
ど
街
並
み
が
大
き
く
変

わ
っ
た
地
域
の
ひ
と
つ
。
今
回
は
箱
崎
川

を
考
察
し
ま
す
。

◇
箱
崎
川

　

隅
田
川
か
ら
浜
町
三
丁
目
（
現
・
日
本

橋
浜
町
三
丁
目
）
と
中
洲
町
（
現
・
日
本図１　東京全図（明治９年）

中　洲

菖蒲河岸
↑

蛎殻河岸 →

行徳河岸 →
永久河岸

久世堀←
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橋
中
洲
）の
間
で
分
か
れ
南
に
流
れ
て
、

途
中
で
西
岸
に
浜
町
川
、
東
岸
で
支
流

を
分
け
ま
す
。
そ
の
後
、
箱
崎
町
一
丁

目
（
日
本
橋
箱
崎
２
番
）
地
先
で
日
本

橋
川
と
交
差
し
、
亀
島
川
へ
と
つ
な
が

る
延
長
一
・
〇
六
ｋｍ
の
水
路
。
菖あ
や
め蒲

橋
、

男
橋
、
女
橋
、
土
州
橋
、
永
久
橋
、
箱

崎
橋
が
架
か
り
ま
す
。

　

川
の
名
称
に
な
っ
た
箱
崎
町
の
町
名

の
由
来
は
、
福
岡
県
の
筑
紫
箱
崎
に
ち

な
む
と
も
、
箱
池
（
箱
崎
池
）
が
あ
っ

た
か
ら
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

詳
細
は
不
明
で
す
。

　

江
戸
期
の
箱
崎
川
沿
い
の
浜
町
・
蛎

殻
町
・
箱
崎
地
区
は
、
大
半
を
武
家
屋

敷
が
占
め
、
町
地
は
日
本
橋
川
合
流
付

近
の
小
網
町
三
丁
目
と
箱
崎
町
一
・
二

丁
目
・
箱
崎
町
二
丁
目
埋
立
地
が
あ
る

だ
け
。「
郷
土
室
だ
よ
り
」第
１
５
４
号

の
『
寛
永
江
戸
図
』
で
説
明
し
た
と
お

り
、
浜
町
側
に
は
水
戸
様
御
蔵
屋
敷
以

下
井
上
河
内
守
蔵
屋
敷
、
高
力
摂
津
蔵

屋
敷
、
酒
井
讃
岐
蔵
屋
敷
、
酒
井
雅
楽

守
蔵
屋
敷
が
連
な
り
、
箱
崎
側
に
も
駿

河
大
納
言
様
御
蔵
屋
敷
と
向
井
将
監
下

屋
敷
が
並
び
、
国
元
か
ら
水
運
で
運
ば

れ
た
物
資
の
荷
揚
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
『
東
京
府
志
料
』（
明
治
七
年
刊
、
以

下
『
府
志
料
』
と
し
ま
す
）
で
は
、
箱

崎
川
の
川
筋
を
亀
島
川
を
含
め
て
「
霊

岸
橋
川
」
と
し
て
、「
舟
筏　

傳
馬
船
一

五
〇
、
傳
馬
造
茶
船
五
六
、
荷
足
船
二

五
、
似
土
船
二
、
押
送
船
二
、
漁
船
六
、

日
除
船
一
六
、
艜た
い

船
三
、
水
船
四
、
湯

船
二
、
小
船
六
」
の
合
計
二
七
二
艘
。

こ
の
船
数
を
み
て
も
箱
崎
川
・
亀
島
川

が
日
本
橋
川
と
同
様
に
、
江
戸
湊
の
中

心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

箱
崎
川
の
川
筋
や
川
幅
は
、
中
洲
の

築
造
や
撤
去
な
ど
に
よ
っ
て
変
更
さ

れ
、
名
称
も
俗
に
霊
厳
橋
川
と
も
呼
ば

れ
る
な
ど
、
時
代
に
よ
っ
て
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
に
東
京

の
川
筋
の
名
称
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
年
一
〇
月
の
『
郵
便
報
知
』
に
「
日

本
橋
区
箱
崎
四
丁
目
大
川
入
口
よ
り
永

久
橋
を
経
て
箱
崎
橋
に
至
る
川
筋
を
箱

崎
川
」
と
あ
る
通
り
、
こ
の
年
に
箱
崎

川
が
正
式
名
称
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
年
の
東

京
内
外
の
「
河
川
航
通
調
査
」
に
は
、

箱
崎
川
の
「
区
域
は
日
本
橋
区
浜
町
三

丁
目
よ
り
同
区
小
網
町
三
丁
目
ま
で
、

延
長
五
五
五
・
九
間（
約
一
〇
一
二
ｍ
）、

最
広
幅
員
三
七
・
五
間
（
約
六
八
ｍ
）、

最
狭
幅
員
一
三
・
一
間
（
約
二
四
ｍ
）、

平
均
幅
員
二
三
・
七
間
（
約
四
三
ｍ
）」

と
あ
り
ま
す
。

◇
久
世
堀

　

享
保
一
八
（
一
七
三
三
）
年
三
月
、

箱
崎
町
か
ら
永
久
橋
ま
で
の
川
岸
沿
い

が
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
箱
崎
町
二
丁
目

（
地
坪
七
四
五
坪
）
が
起
立
し
、
も
と
の

箱
崎
町
は
同
一
丁
目
と
な
り
ま
し
た
。

埋
め
残
さ
れ
た
同
一
丁
目
と
同
二
丁
目

間
の
水
路
が
、
久
世
堀
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
水
路
が
関
宿
藩
久
世
氏
中
屋

敷
に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
の
俗
称
で

す
。『
東
京
府
誌
』（
明
治
一
一
年
編
纂
）

に
、
入
堀
と
し
て
「（
略
）
長
さ
二
九
間

（
約
五
三
ｍ
）、広
さ
一
〇
間
零
三
尺（
約

一
八
ｍ
）、
深
さ
六
尺
（
約
一
・
八
ｍ
）」

と
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年

に
は
、
箱
崎
町
二
丁
目
南
側
の
川
沿
い

が
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
箱
崎
町
二
丁
目

埋
立
地
（
三
〇
四
坪
）
が
起
立
し
て
い

ま
す
。

　

久
世
堀
は
「
泥
土
堆
積
舟
楫
の
便
利

も
こ
れ
無
し
」と
し
て
、明
治
一
一（
一

八
七
八
）
年
に
浚
渫
揚
土
で
埋
め
立
て

ら
れ
て
、
翌
一
二
年
に
落
成
。
約
三
四

七
坪
五
合
の
埋
立
地
は
、
官
有
河
岸
地

と
道
路
に
変
わ
り
ま
し
た（『
東
京
市
史

稿
市
街
篇
』）。

◇�

中
洲
の
造
成
と
三
股
富
永
町
の

成
立

　

箱
崎
の
北
側
、
中
洲
付
近
は
隅
田
川

が
流
れ
を
大
き
く
南
に
変
え
る
場
所
。

こ
の
付
近
に
洲
を
つ
く
っ
て
箱
崎
川
を

分
け
、
隅
田
川
は
南
に
流
れ
て
い
ま
し

た
。
流
れ
が
分
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
俗

に
「
み
つ
ま
た
」（
三
叉
・
三
俣
・
三

股
）
と
呼
ば
れ
、
ま
た
納
涼
や
観
月
の

名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
場
所
で

す
。

　

明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
六
月
、
本

所
側
の
御
船
蔵
前
の
洲
を
取
り
崩
し
た

土
砂
と
、
本
所
猿
江
に
あ
っ
た
幕
府
の

材
木
蔵
の
中
の
堀
に
溜
ま
っ
た
土
砂
を

こ
の
三
股
に
運
び
、
武
家
地
（
菅
沼
邸
、

横
田
邸
、
酒
井
邸
）
の
東
側
に
約
九
千

坪
の
埋
立
地
を
造
成
。
完
成
は
翌
年
の

安
永
元
（
一
七
七
二
）
年
で
す
。

　

こ
の
埋
立
工
事
は
、
大
伝
馬
町
名
主

馬
込
勘
解
由
を
代
表
と
す
る
三
伝
馬
町

（
大
伝
馬
・
小
伝
馬
・
南
伝
馬
）
が
発

案
。
三
伝
馬
町
は
、
幕
府
の
公
用
陸
上

輸
送
業
務
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
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た
が
、
そ
の
負
担
が
厳
し
く
な
り
、
財

政
難
を
補
う
手
段
と
し
て
新
た
に
土
地

を
造
成
し
、
そ
の
地
代
収
入
を
当
て
る

こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
に
、
埋
立

地
は
三
股
富
永
町
と
命
名
。
造
成
地
を

固
め
る
た
め
に
水
茶
屋
や
豆
蔵
（
手
品

や
曲
芸
と
滑
稽
な
お
し
ゃ
べ
り
で
銭
を

乞
う
大
道
芸
人
）の
出
店
が
許
可
さ
れ
、

最
盛
期
に
は
九
三
軒
の
茶
屋
や
三
軒
の

湯
屋
な
ど
が
並
ぶ
江
戸
有
数
の
繁
華
街

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
の

寛
政
改
革
で
、
幕
府
か
ら
中
洲
の
取
り

払
い
が
命
じ
ら
れ
、
隅
田
川
の
浚
渫
工

事
に
合
わ
せ
て
撤
去
。
富
永
町
は
わ
ず

か
一
七
年
で
元
の
「
洲
」
に
戻
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

◇
中
洲
の
復
活
と
箱
崎
川
支
川

　

明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
頃
か
ら
、

元
の
中
洲
跡
地
に
埋
立
地
の
造
成
を
願

い
出
る
者
が
次
々
と
現
れ
ま
し
た
。
し

か
し
東
京
府
は
、
東
京
湾
築
港
計
画
と

の
関
係
か
ら
許
可
を
先
延
ば
し
。
そ
し

て
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
一
月
に

「
大
川
中
洲
築
立
」
工
事
が
計
画
さ
れ

て
、再
度
の
埋
立
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
一
九
（
一
八
八
六
）
年
四
月
二
七

日
に
完
成
し
た
「
大
川
筋
新
大
橋
下
流

中
洲
埋
立
地
」
は
、
中な
か

洲ず

町ち
ょ
うと

町
名
が

付
け
ら
れ
て
日
本
橋
区
に
編
入
。
こ
の

中
洲
町
と
浜
町
と
の
間
に
は
、
男
橋
と

女
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
中
洲
町
と
箱
崎
町
四
丁
目
と

の
間
の
埋
め
残
さ
れ
た
水
路
が
箱
崎
川

支
川
で
し
た
。
前
記
の
「
河
川
航
通
調

査
」
に
、
箱
崎
川
支
川
の
「
区
域
は
日

本
橋
区
箱
崎
四
丁
目
よ
り
同
町
地
先

荒
川
合
流
点
ま
で
、
延
長
五
九
・
五
間

（
約
一
一
〇
ｍ
）、
平
均
幅
員
三
〇
間

（
約
五
五
ｍ
）」
と
あ
り
ま
す
。

　

中
洲
町
が
発
展
す
る
の
は
、
明
治
二

六
（
一
八
九
三
）
年
の
真
砂
座
の
開
場

が
契
機
。
真
砂
座
の
周
囲
に
は
待
合
や

茶
屋
が
集
ま
り
、
小
さ
い
な
が
ら
も
花

柳
街
を
形
成
し
賑
わ
い
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
し
か
し
大
正
六（
一
九
一
七
）

年
一
二
月
に
、
座
主
の
債
務
関
係
が
も

と
で
真
砂
座
は
廃
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
地
区
は
も
と

も
と
舟
運
の
利
便
が
良
か
っ
た
場
所
。

中
洲
地
区
は
廻
漕
店
や
倉
庫
が
集
ま

る
街
へ
変
わ
っ
て
行
き
ま
す
。

　

一
方
、
箱
崎
四
丁
目
に
あ
っ
た
山
内

家
が
移
転
し
た
跡
に
残
さ
れ
た
広
大
な

土
地
は
、
分
譲
さ
れ
て
住
宅
や
工
場
が

建
ち
並
び
、
川
沿
い
に
は
倉
庫
が
建
設

さ
れ
て
、
箱
崎
地
区
は
市
街
地
と
倉
庫

地
帯
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
箱
崎
川
の
河
岸
地
に
は
、

地
方
か
ら
廻
漕
さ
れ
て
き
た
物
資
が
荷

揚
げ
さ
れ
、
水
路
に
は
伝
馬
船
で
埋
ま

る
情
景
が
戦
前
ま
で
続
い
て
い
ま
し

た
。

◇
高
速
道
路
の
建
設

　
『
郷
土
室
だ
よ
り
』
第
１
５
７
号
の

「
水
路
の
上
を
高
速
道
路
が
走
る
」で
説

明
し
ま
し
た
が
、
首
都
高
速
１
号
線
の

建
設
に
続
き
、
同
６
号
線
の
建
設
が
決

定
。
コ
ー
ス
は
、
江
戸
橋
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
で
１
号
線
と
分
岐
し
、
日
本
橋

兜
町
か
ら
高
架
で
日
本
橋
川
を
下
り
、

箱
崎
川
を
経
て
隅
田
川
上
流
の
墨
田
区

向
島
方
面
に
至
る
も
の
で
す
。

　

計
画
で
は
、
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）

年
度
に
工
事
を
着
工
、
昭
和
四
四
（
一

九
六
九
）
年
度
の
完
成
予
定
。
昭
和
四

二
年
版
の『
中
央
区
政
年
鑑
』に
は「
日

本
橋
小
網
町
一
～
三
丁
目
、
同
蛎
殻
町

一
～
四
町
目
を
経
て
、
同
浜
町
三
丁
目

図２　『御府内沿革図書』浜町入堀北側大川端
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地
先
へ
と
、
二
〇
九
〇
ｍ
の
高
架
橋
を

建
設
す
る
も
の
で
、
昭
和
四
二
（
一
九

六
七
）年
一
一
月
一
日
に
工
事
着
手
し
、

同
四
五
年
三
月
三
一
日
竣
工
予
定
」
と

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
計
画
の
変
更
で
竣
工
は
遅

れ
ま
し
た
が
、
日
本
橋
小
網
町
か
ら
同

蛎
殻
町
を
経
て
、
同
浜
町
一
～
三
丁
目

地
先
を
通
る
二
八
七
四
ｍ
の
高
架
橋
が

昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
三
月
二
一

日
に
完
成
、
首
都
高
速
６
号
線
が
全
面

開
通
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
同
６
号
線
か
ら
箱
崎
四
丁
目

付
近
で
分
岐
し
て
湾
岸
方
面
へ
と
続
く

首
都
高
速
９
号
線
の
建
設
計
画
も
決
定

さ
れ
て
、
日
本
橋
箱
崎
四
丁
目
付
近
に

は
一
五
〇
ｍ
の
高
架
橋
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
四

六
年
三
月
、
湾
岸
線
取
付
部
分
ま
で
の

区
間
約
四
・
九
ｋｍ
も
建
設
す
る
こ
と
が

決
定
。
昭
和
四
八
年
一
〇
月
に
工
事
が

開
始
さ
れ
て
、
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）

年
二
月
五
日
に
約
五
・
三
ｋｍ
の
高
速
道

路
が
開
通
し
て
い
ま
す
。

◇
箱
崎
川
と
箱
崎
川
支
川
の
埋
立

　

昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
年
七
月
の

河
川
法
改
正
に
伴
い
、
従
来
は
準
用
河

川
だ
っ
た
箱
崎
川
や
箱
崎
川
支
川
、
浜

町
川
な
ど
区
内
六
河
川
が
、
公
有
水
面

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
首
都
高
速
６
号
線
建
設
の

た
め
、
高
架
下
の
公
有
水
面
＝
箱
崎
川

の
埋
め
立
て
が
昭
和
四
三（
一
九
六
八
）

年
四
月
二
二
日
に
免
許
。
そ
し
て
、
首

都
高
速
道
路
公
団
の
施
工
で
同
年
八
月

一
三
日
に
埋
立
工
事
が
開
始
し
、
昭
和

四
六
（
一
九
七
一
）
年
一
月
三
一
日
に

完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
箱
崎
川
に
架
か
っ
て
い
た
箱

崎
橋
、
新
永
久
橋
、
菖
蒲
橋
や
土
州
橋
、

女
橋
、
男
橋
は
撤
去
。
埋
立
地
の
一
部

は
道
路
や
公
園
と
し
て
中
央
区
に
提
供

さ
れ
、「
箱
崎
第
一
公
園
」「
同
第
二
公

園
」「
あ
や
め
第
一
公
園
」「
同
第
二
公

園
」
な
ど
が
、
昭
和
四
七
年
四
月
一
日

か
ら
一
般
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

箱
崎
川
の
埋
立
て
に
合
わ
せ
て
箱
崎

川
支
川
の
埋
立
て
も
行
わ
れ
、
昭
和
四

五
（
一
九
七
〇
）
年
九
月
二
一
日
に
埋

立
が
開
始
さ
れ
、
同
四
七
（
一
九
七
二
）

年
二
月
二
九
日
に
完
了
し
、
中
洲
橋
も

撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

◇
反
対
運
動
が
起
き
た
が

　

昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
一
月
、

同
６
号
線
の
変
更
案
と
同
９
号
線
の
追

加
案
が
出
さ
れ
ま
す
。
箱
崎
川
沿
岸
住

民
と
倉
庫
・
海
運
業
者
で
構
成
す
る「
６

号
線
変
更
反
対
期
成
会
」
は
、
説
明
会

を
開
催
し
て
反
対
を
決
定
。
ま
た
日
本

橋
川
・
箱
崎
川
を
利
用
す
る
倉
庫
・
水

運
業
者
二
〇
社
も
「
日
本
橋
川
・
箱
崎

川
迂
回
反
対
水
運
利
用
者
期
成
同
盟
」

を
結
成
し
て
、
反
対
運
動
を
展
開
。
反

対
の
趣
旨
は
「
沿
岸
業
者
の
最
近
一
年

間
の
利
用
は
艀
船
数
延
八
四
七
隻
、
荷

役
三
八
万
ト
ン
、
空
艀
繋
留
数
一
四
〇

〇
隻
あ
り
、
船
の
台
風
時
の
避
難
場
所

の
確
保
も
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

区
議
会
も
同
６
号
線
の
原
案
・
変
更

案
を
め
ぐ
り
現
地
調
査
を
行
い
、
反
対

派
の
住
民
は
住
民
大
会
を
開
催
し
、
地

元
・
都
議
会
・
区
議
会
も
賛
成
派
と
反

対
派
に
二
分
す
る
事
態
に
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
同
年
二
月
、
都
市
計
画
審
議

会
は
同
６
号
線
計
画
変
更
案
「
江
戸
橋

―
箱
崎
川
―
隅
田
川
沿
い
浜
町
―
江
東

区
」
と
同
９
号
線
「
土
州
橋
―
箱
崎
四

丁
目
９
番
地
を
経
て
深
川
佐
賀
町
」
に

至
る
路
線
を
決
定
。
ま
た
同
６
号
線
変

更
反
対
派
の
要
請
で
説
明
会
を
実
施
。

　

四
月
に
は
、箱
崎
四
丁
目
町
会
が
６
・

９
号
線
の
変
更
に
関
し
、「
９
号
線
橋
梁

条
件
委
員
会
」
を
結
成
。
そ
し
て
、
公

団
と
交
渉
す
る
組
織
と
し
て
６
号
線
西

部
地
区
対
策
協
議
会
（
小
網
町
・
蛎
一

南
部
・
蛎
二
共
和
会
・
箱
崎
一
・
箱
崎

二
の
五
町
会
、
渋
沢
倉
庫
、
手
塚
廻
漕

店
の
七
団
体
）
を
結
成
。
区
議
会
も
八

月
の
第
二
回
定
例
会
で
、
高
速
道
路
対

策
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
一
月
に
、

箱
崎
四
丁
目
高
速
道
路
６
号
線
架
橋
対

策
委
員
会
は
町
会
長
と
連
名
で
区
と
都

へ
要
望
書
を
提
出
。
①
箱
崎
川
を
な
る

べ
く
広
く
埋
め
立
て
よ　

②
埋
立
地
の

内
道
路
以
外
の
土
地
は
住
民
に
払
い
下

げ
る
か
賃
貸
せ
よ　

③
海
運
・
倉
庫
業

者
に
対
し
て
は
晴
海
そ
の
他
の
水
際
を

提
供
せ
よ
、
と
い
う
内
容
で
す
。
同
六

月
、
東
京
都
と
道
路
公
団
は
、
箱
崎
川

と
旧
浜
町
川
の
埋
立
て
を
公
団
が
行
う

旨
を
区
長
・
区
議
会
に
提
示
し
ま
し
た
。

区
長
・
区
議
会
は
現
地
視
察
を
行
い
、

埋
立
て
を
了
承
。
ま
た
旧
小
川
橋
か
ら

中
洲
橋
間
の
旧
浜
町
川
の
残
り
水
路
も

埋
め
立
て
て
、
６
号
線
の
出
入
口
と
接

続
す
る
道
路
を
建
設
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
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）


